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社 名社 名 本田技研工業株式会社 ※1948年（昭和23年）設⽴

従業員数従業員数 連結： 198,561名
国内労働協約適用会社： 42,951名 ※平均年齢:42.0歳

グループ
販売台数
グループ
販売台数 二輪：1,702万台 ／ 四輪：432万台 ／ 汎用：604万台

連結業績連結業績 売上高：11兆8,425億円 ／ 営業利益：7,503億円

企業概要



Hondaの⼈事制度の考え⽅

基本理念基本理念

運営⽅針運営⽅針

⼈間尊重⼈間尊重
三つの喜び 買う喜び

売る喜び
創る喜び

社是社是

年齢・学歴・性別等の区別なく
従業員⼀⼈ひとりを、その能⼒と努⼒に⽀えられた

ありのままの姿で捉え、処遇する



Hondaの賃⾦・評価制度の特徴

年齢・学歴・性別・職種
などで区別のない
⼀本の賃⾦体系

年齢・学歴・性別・職種
などで区別のない
⼀本の賃⾦体系

役職者はいち早く
成果型の年俸制を
導入し定昇を廃止

（1992年導入）

役職者はいち早く
成果型の年俸制を
導入し定昇を廃止

（1992年導入）

⼀般層にも
成果型賃⾦体系
を導入し、上位層は
定昇を廃止

（2002年導入）

⼀般層にも
成果型賃⾦体系
を導入し、上位層は
定昇を廃止

（2002年導入）

成果だけでなく
その過程の⾏動や

チャレンジングな取組み
を評価

成果だけでなく
その過程の⾏動や

チャレンジングな取組み
を評価

上司と部下の
面談を重視し、評価の
納得性を高める

上司と部下の
面談を重視し、評価の
納得性を高める

年齢や性別等、個⼈の属性を排除した実⼒・成果型の処遇制度年齢や性別等、個⼈の属性を排除した実⼒・成果型の処遇制度



Hondaの賃⾦制度の概観（賃⾦カーブモデル）

担
当

係
⻑

課
⻑

部
⻑

入社 定年

役
職

⼀
般

①

②

③

報酬の高さ

成果給
役割・成果・発揮能⼒に

応じて処遇

成果給
役割・成果・発揮能⼒に

応じて処遇

職能給
職務能⼒の伸⻑に
応じて処遇

職能給
職務能⼒の伸⻑に
応じて処遇

年俸制
企業業績への貢献度に
応じてダイナミックに処遇

年俸制
企業業績への貢献度に
応じてダイナミックに処遇



役職者の年俸制の概要

年俸制の狙い

役職者の意識改⾰役職者の意識改⾰

役職等級と職位

役職1級

＜等級＞

統括部⻑

役職2級

役職3級
部⻑

役職4級

役職5級
課⻑

＜代表職位＞

役職年俸の構成

年俸 ＝ 基本年俸 ＋ 期間業績給

基本年俸
（給料）

期間業績給
（賞与）

基本年俸⽉額×12ヵ⽉ 半期ごとの成果
に応じた⽀給

仕事と報酬の合致仕事と報酬の合致 年功要素の排除 ／ 従来以上のメリハリある処遇の実現

給与は、毎年あがるものという意識から成果・実績主義へシフト

“企業業績に対して個々⼈がどれだけ貢献したか”により報酬の高さを決定“企業業績に対して個々⼈がどれだけ貢献したか”により報酬の高さを決定



役職者 評価による年俸改定の仕組み（UP・KEEP・DOWN改定）

標準を大きく
上回る

Ａ評価ゾーン

標準を
上回る
Ｂ1評価
ゾーン

標準

B評価
ゾーン

B1

A

B

A

B

B1

B

B2

B

B1

A

UP

UP
KEEP

DOWN

報酬ゾーン 報酬テーブル

B2

ｎ年
報
酬
の
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さ

ｎ+1年 ｎ+2年 ｎ+3年 ｎ+4年

標準を大きく上回る評価
標準を上回る評価
標準的評価
標準を下回る評価

評価（年度実績）に応じて各年度の報酬額を決定する評価（年度実績）に応じて各年度の報酬額を決定する

標準を
下回る
B2評価
ゾーン

A
B1

B
B2



⼀般従業員の賃⾦体系（平均賃⾦カーブと構成）の変更

能⼒開発ステージ能⼒開発ステージ

賃
⾦
構
成

成果に応じて
変動

本給

業績加給
号給加給

本給

業績加給

成果加給
経験・能⼒に
よる積み上げ

能⼒発揮ステージ能⼒発揮ステージ

改定前の平均賃⾦カーブ

改定後の平均賃⾦カーブ

成果に応じて
処遇差を設定

賃
金
水
準

入社 定年

若年から中堅層の
水準を引き上げ

賃⾦カーブを改定し、年功処遇体系からブレークスルーする

（18歳） （27歳〜39歳） （60歳）



2Way面談（上司と部下の面談）をベースとした評価システム

部下 上司
4⽉

10⽉

4⽉

組織の役割・目標を説明組織の役割・目標を説明

実績に基づく評価実績に基づく評価

自己の役割・テーマを考えて
上司に申告

自己の役割・テーマを考えて
上司に申告

部下による自己申告をベースに上司との面談を通じて、評価の納得性を高める部下による自己申告をベースに上司との面談を通じて、評価の納得性を高める

両者でコミットする

２Way
面談

２Way
面談

評価のフィードバック

実績に基づく評価実績に基づく評価２Way
面談

評価のフィードバック

下期実績を申告下期実績を申告

上期実績を申告上期実績を申告



Hondaの賃⾦・評価制度のポイント

役職・⼀般従業員ともに年功的要素を排除した成果重視の体系役職・⼀般従業員ともに年功的要素を排除した成果重視の体系

●標準生計費を充分にカバーした水準設計

●育児・介護休職等の取得者にもハンデのない制度

●⼀般従業員の制度は労働組合との充分な議論に基づく構築

加えて



END




